
 

議会運営委員会会議録 
 

１ 日  時  平成２８年９月２０日（火） 

 会議時間    １４時００分開会 １４時２９分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長 ：中島里司    

副委員長：安田 薫 

        委 員 ：髙橋政悦、奥秋康子、西山輝和   

        議 長 ：加来良明 

 

４ 事務局   事務局長：佐藤秀美、係長：宇都宮学 

 

５ 説明員   副町長：金田正樹、 

総務課長 小笠原清隆、総務課長補佐 本田雅彦、行政管理係主任 川口二郎 

６ 議  件 

 （１）平成 28年 第４回定例会の運営について 

①予定議案等（町・議会）の内容確認 

   ②一般質問の確認 

   ③審議方法及び審議日程の決定 

④会期の決定 

 

（２）その他 

 

 

７ 会議内容   別紙のとおり 

 

 

 

 

 



議会運営委員会 【開会１４：００ 閉会１４：３０】   平成２８年９月２０日 

 

 

（１）平成28年第４回定例会の運営について 

 

委員長（中島里司）：ただいまから本日の議会運営員会を開会する。 

      

 ①予算議案等（町・議会）の内容確認 

 

委員長：①予算議案等の内容確認をする。大変ご多忙の中、副町長以下に出席をいただいている。早速副町

長から説明をお願いする。 

副町長（金田正樹）：議案の変更等の説明をする。すでに送付をしている議案の変更はない。追加議案につ

いては、先日の第１回目の会議に話をした工事請負契約で御影の排水処理施設の電気設備工事を落

札し、現在仮契約をしているので議決をお願いする。 

    もう１点、新錦橋の橋梁修繕工事が契約の解除もありえるという話をしたが、まだ道と協議中で、

当初予定していた補助事業での工事も可能ではないかという話が出てきた。当面、工事を一時中断

し、契約解除等の提案は見送ることとした。 

    次に、予算の関係だが、専決処分で当面の調査費等の予算措置をしているが、今後、見舞金、義援

金の配分等も含めて現在調整している。閉会までにまとまれば補正予算等の審議をお願いする。 

    以上が予定されている議案となる。よろしくお願いする。 

委員長：引き続き、議会提案の変更・追加等についてを事務局長お願いする。 

佐藤局長：議会関係分については、変更・追加等はない。 

委員長：ただいま、執行側と議会側からの前回の議運の中で示してもらったことに関しては、新錦橋の経過

についての変更があったのみで他にない。特に質疑があれば受ける。 

（なしの声あり） 

委員長：報告のとおりとする。 

 

 ②一般質問の確認について 

 

委員長：一般質問の確認について、本日午前 12時までの中で４名、12項目の通告があった。通告内容の確

認をお願いする。 

【休憩 １４：０４】 

（通告書の確認） 

【再開 １４：０７】 

 

高橋委員：原議員、北村議員、佐藤議員はいずれも台風 10 号にかかる質問が中心になってきているが、現

在の段階でこの３人に対する答えは調査後でなければ回答できないと思う。なのに、皆聞きたがる

というのはよくわからない。北村議員にあっては、防災の関係については総務文教常任委員会で継

続審議になっている議題の一部でもあると思う。表題は防災マップについてとなっているが、それ

を網羅している防災情報等もすべて委員会で審査中だが、その辺を許可した議長の真意を聞きたい。 

加来議長：現在、災害復興に向けて動き始めている状況の中、町民が疑問を持っている部分やそれぞれの議

員が感じたことを質問で出してきたので、それについては受けた。その中で執行側がどういう答弁

になるかはわからないが、現状の中での説明しかないと思う。委員会で調査中だが、その部分と重

ならないようにやってくれることと思っている。 

高橋委員：私の個人的なイメージだが、これらの質問に対して執行側は今回の行政報告であらゆる報告をし

てくれると思う。それ以外に今現在執行側が答弁できることはありえないと思うが、その辺はどう

か。 

加来議長：答弁についてはできる範囲でしかできないと思うので、その範囲で質疑・答弁をしてもらえれば

いい。 

委員長：他にあるか。 

（なしの声あり） 



委員長：高橋委員に重なるが、災害の現状に対しての問い合わせ、あるいは数字的なもの、今後のことにつ

いて、今、執行側で答弁できるまでに現実にいっているかどうか。そこに力を入れる必要があるの

か。前回の全員協議会の中で議長からだめだとは言えないが、皆さん方にある程度呼びかけをした。

そういう部分からいくと、これは災害の現状と連携はどうだったかなどの話になったら、そこまで

執行側はチェックできる余裕があるかは、役場に来たらわかる気がする。議長が受けたからという

ことではなく、これらについて、私は執行側もあいまいな答弁ではなく、しっかりとした現状を逆

に町民に知ってもらう。そこまでやっているならしっかり言ってもらってもいいが、そういう感じ

が強くした。まだ１か月経っていない中で、執行側が答えられるほど事務的に進んでいるのか疑問

に思っている。ボランティアなどいろいろなところに出ているが、ボランティアはあくまでも個人

の意思なので、これに対してどこまで受けられたか、受けられないかについての協議を執行側の方

でしたとは思えない。これらについても現状の中で明快に答えてほしいと思う。それらについては、

議長が通告の中でそれぞれの議員と何かあったか。 

加来議長：質問を受け付けする時に、執行側にどうのこうのというつもりはなく、現状を把握する質問をし

ていくと。変に執行側に突っ込んでいくことは言っていない。現状の中で質疑をしていくという人

が多かった。例えば、佐藤議員の（１）の自衛隊の風呂についても全員協議会の中で説明を受けた

件だが、佐藤議員は人命救助で欠席していた。町民の方から聞かれたことなので、町民にわかって

もらうために一般質問をし、答弁してもらった方が町民にわかりやすいのではということで受けた。

ある程度執行側の立場を考えながら質問は出してきていると感じている。 

委員長：この場で深めていく内容の議論ではないと思うので、この程度にとどめる。他の委員は何かあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：通告どおりということでよろしいか。 

（よろしいの声あり） 

委員長：一般質問の通告内容については、これで終了する。次に、一般質問の日程については、チラシ折込

等により住民に周知することから、日程等の割り振りを行う。前回は、一般質問の予定日は29日、

30日としていたが、通告者が４名ということで29日１日間を一般質問の日程に取りたいと思うが、

いかがか。 

（よろしいの声あり） 

委員長：29日、一般質問４名ということにする。異議はないか。 

（異議なしの声あり） 

 

 ③審議方法及び審議日程の決定 

 

委員長：次に、審議方法及び審議日程の決定については、配付してある付議予定議件により、審査月日等を

順に確認・決定していく。事務局長から説明をお願いする。 

佐藤局長：（別紙 付議予定議件についての説明） 

    条例改正 10月６日 

    補正予算 ９月27日 

    決算認定、西十勝消防組合の決算認定 10月３日、４日 

    その他の議案 行政報告 ９月27日、報告議案 ９月27日、専決処分の承認 ９月27日、未処・

水道会計・下水道会計の未処分利益剰余金の処分 ９月27日、熊牛辺地の計画の策定 10月６日、

人事案件 10月６日。 

議会関係 一般質問29日、意見書 10月６日、所管事務調査の報告 ９月27日、所管事務等調査

の申し出 10月６日、議員派遣の申し入れ 10月６日。 

追加 工事請負契約 ９月27日 

予定については、前回の委員会の中で話をしてから変更になっている点はない。 

委員長：日程について局長から説明をもらった。今の日程に異議はあるか。 

（異議なしの声あり） 

委員長：ただいまの説明のとおり決定する。 

    次に、各会計の決算認定については、例年どおり、本会議で審議することになっている。審議の進

め方の確認をする。一般会計歳入は「款」ごとに、一般会計歳出は「項」ごとに、特別会計は「会

計」ごとで審議を進めたいと思うがいかがか。 

（いいの声あり） 



委員長：質疑回数を会期規則の規定では「３回までとする」となっているが、回数制限は行わず、一昨年の

決算審査で最初から一問一答方式に変更しているので、昨年同様の方法で行っていきたいと思うが、

意見はあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：昨年と同様ということで決定する。 

    説明員については、質疑内容によっては課長職だけではなく担当職員が出席して答弁をすることが

あると前回の委員会でも確認しているが、これについても異議はないか。 

（異議なしの声あり） 

委員長：説明員については、担当職員の出席も可能とする。 

   全員協議会については、議会費の関係があるので事務局長から説明をお願いする。 

佐藤局長：例年、９月議会で決算審査を行うが、決算審議の前に議会費の決算説明を行っている。10月３日

から決算審議が始まるので、９月 29 日の本会議終了後全員協議会を開催し、議会費の決算につい

て説明する。意見書の関係が９月 29 日までに調整されれば、合わせて意見書の部分についても協

議してほしい。 

委員長：全員協議会の開催について事務局長から説明を受けた。その件について意見はあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：29日の本会議終了後、全員協議会開催予定と決定する。 

 

 ④会期の決定について 

 

委員長：④会期の決定について諮る。今、審議してもらった結果、９月 27日を開会日とし、10月６日を閉

会予定日とし10日間の会期に決定させてもらいたいと思うが、異議はあるか。 

（異議なしの声あり） 

委員長：会期についてもこのように決定する。 

    執行側は今の日程で問題ないと思うが、何かあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：大変忙しいところ出席していただいたことにお礼を申し上げる。 

【休憩 １４：２６】 

（執行側退席） 

【再開 １４：２７】     

 

（２） その他 

 

委員長：何かあるか。 

（なしの声あり） 

委員長：事務局からは何かあるか。 

佐藤局長：帰りに執行側から全員協議会の件で話があった。29日、決算の関係を予定しているが、これから

執行側でも災害見舞金等を調整していく予定で、もしまとまれば全員協議会の中で説明したいとの

ことだった。まとまらなければ 10 月３、４日の決算の後の全員協議会もありえる。見舞金は補正

予算等も絡んでくるので、事前に説明したい。 

委員長：これらについては、聞き置くということでよろしいか。 

（よろしいの声あり） 

委員長：本日の議会運営委員会を閉じる。 

 


